
東京電機大学千住キャンパスの
省エネ先進性について

学校法人 東京電機大学

未来科学部 建築学科

准教授 百田 真史

TSC21 オープンセミナー２０１３
「ＣＯ２削減に向けたビッグデータマネジメント」

平成25年5月23日

•教職員数 626名（教員数434名、職員数192名）

（平成23年5月1日現在）

学校法人東京電機大学

•創立 明治40（1907）年9月11日
•理事長 加藤 康太郎 •学長 古田 勝久

•学生数

・卒業生数 200,169人

工学部第二部 744人

未来科学部 1,591人

理工学部 2,953人

情報環境学部 1,158人

中学校 501人

大学 10,599人
工学部 3,064人

高等学校 767人

(東京北千住キャンパス : 5,399人)
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東京電機大学の沿革

©2012 Google - 地図データより

千代田区神田錦町
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平成24年3月末までの神田キャンパス

新宿駅

池袋駅
日暮里駅

東京駅

秋葉原駅

神田駅

上野駅

千住キャンパス

北千住駅

お茶の水駅

平成20年4月下旬

足立区千住旭町５番

神田キャンパス
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北千住駅 合同庁舎
(足立税務署)

交通広場

東京千住キャンパス全景

交通広場入口から東京千住キャンパス敷地を臨む

合同庁舎
(足立税務署)

交通広場

平成2０年６月当時の建設予定地の状況 東京電機大学 東京千住キャンパスの全体概要

1号館
地下1階/地上14階

2号館
地下1階/地上10階3号館

地上4階

４号館
地上10階

名称 東京電機大学 東京千住キャンパス
実施場所 東京都足立区千住旭町5番（北千住駅徒歩1分）
学部等

名称

工学部、工学部第二部、未来科学部、

関連する大学院等、その他、併設施設
収容者数 約5,000名（教職員含め約5,500名）
敷地面積 約 26,200 ㎡（1～4号館合計）
建物規模 2号館

1号館

4号館

3号館

合計

約31,700㎡

（地下1階/地上14階建,h=約64ｍ）

約18,300㎡

（地下1階/地上10階建,h=約45ｍ）

約17,200㎡（地上10階建,h=約45ｍ）

約 2,000㎡（地上4階建,h=約20ｍ）

約69,200㎡（容積対象延床面積）

１号館

４号館

２号館

３号館

北千住駅

1号館
地下1階/地上14階
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Ｈ２０. ６.２４ 一期工事用 土地取得 （ 約１８,７００㎡ 、 日本たばこ産業(株) ）
Ｈ２０.１０.３０ 設計業務委託契約 （ 槇事務所、 (株)日建設計 ）
Ｈ２１. ３.２７ 千住＆神田キャンパス整備の基本協定締結 （ 住友商事(株) ）
Ｈ２1. ３.２４ 二期工事用 土地取得 （ 約７,５００㎡ 、 （独）都市再生機構 ）
Ｈ２１.１１. ６ 建設工事 説明会
Ｈ２２. ２. ９ 起工式
Ｈ２２. ６.２２ 東京神田キャンパスの不動産売買契約を締結 （ 住友商事(株) ）

Ｈ２３. ７.２７ 足立区旧第十六中学校 一般定期借地権・50年間を締結 （ 約６,０００㎡ 、足立区 ）
Ｈ２４. １.11 定礎・竣工・仮引き渡し
Ｈ２４. ４.20 東京千住キャンパス開設記念式典 ４.27 東京千住キャンパス開設披露式

設計期間が
極めて短い

施工期間が
極めて短い

2/9 1/11 4/203/11

３.11 東日本大震災
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〔設計・施工の特徴〕東京千住キャンパス建設工事 概略工程表

地域に開かれた、イベント等の交流スペース
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新キャンパスにおいて、学ぶもの、

・アゴラ（古代ギリシャの都市中心にあった公共空間）

・二種類の空間コンセプトの具現化

・ロッジア（中世南イタリアの都市にあった公共空間）

・地域との連携・開放型キャンパス

“歓び” を与える場所を作り出す

学部間・学科間を越えた交流スペース

（オープンで、セキュアな）

（３つの広場と、２つの屋上庭園） (緑化率:４０％)

１号館南側･ﾌｫﾚｽﾄﾌﾟﾗｻﾞ

研究にいそしむもの、訪れるものに

・大規模な緑化

（槇文彦）

１号館･屋上庭園 キャンパスプラザ

現代版・ロッジア 現代版・アゴラ

ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾗｻﾞ
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設計コンセプト（意匠）



１．地震に強い建物構造
1号館（高さ約60m）

⇒ペリメータ：柱頭･免震構造
⇒インテリア：すべり支承

2・4号館(高さ約45m) ⇒ 制震構造
３号館(高さ約20m ) ⇒ 耐震構造

２．洪水に強い建物設備
荒川氾濫時に5m冠水(ハザードマップ)

⇒1階の階高を6m確保

⇒電気室・非常用発電機・サーバは

2階以上に設置

３．災害機能の充実：電気

下水本管が不能の場合 ⇒ バルブ切替えで雨水槽を汚水槽として転用

４．災害機能の充実：洗浄水

５．災害機能の充実：下水

鉛ﾌﾟﾗｸﾞ入り積層ｺﾞﾑ（1号館地下） 鉛ダンパー（1号館地下）

オイルダンパー（1号館地下）制震ブレース（2号館1階）

位置エネルギーを有する縦型蓄熱槽(１号館)の槽内水
⇒バルブ切替えで２号館の便所洗浄水として給水

2号館（教室棟）に法規以上の発電機を設置
⇒照明・コンセントの一部、教室・便所の換気、給排水設備等に対し72時間の電源供給
⇒燃料を灯油とし、災害時に近隣へ配布することも考慮

帰宅優先から「むやみに移動しない」を原則に ⇒ ２号館(教室棟各階)に備蓄スペースを確保

６．防災拠点としての備蓄

防災機能の充実（震災以前からの計画）

ペリメータカウンター
(防災用保管庫)
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2号館(防災拠点)の機能（震災以前からの計画）

縦型蓄熱槽

雨水槽

転用切換バルブトレンチ
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2号館(防災拠点)の機能（震災以前からの計画）
機能確保の方法必要となる機能

→耐震グレードS
→縦型蓄熱槽からの供給
→雨水流出抑制槽を汚水槽 へ転用
→非常用発電機から給電
→非常用発電機から給電
→耐震グレードS
→非常用発電機から給電

①便所の使用
（雑用水の確保）

給排水管の維持
洗浄水の確保
汚水槽の確保
電動フラッシュバルブの動作
揚水ポンプの維持
雑用水槽および高置タンクの維持
換気ファンの動作

→耐震グレードS
→耐震グレードS
→耐震グレードS②上水の使用

給水管の維持
受水槽および高置タンクの維持
W棟からの融通配管の維持
※飲料水はペットボトルで備蓄

→非常用発電機から給電
→非常用発電機から給電

③教室換気の使用
空調機の給気ファンの動作
中央監視の動作

空調は使用できない
※健康相談室のみ使用可

④空調の使用
→非常用発電機から給電

教室・廊下の照明、電源の確保⑤照明の使用 →非常用発電機から給電

非常用コンセントの用意⑥コンセントの使用 →非常用発電機から給電

■法規に基づく非常用発電機 : ガスタービン型発電機、1,500kVA、１６時間、重油･10k㍑

■自主設置非常用発電機 ： ディーゼル発電機、500kVA、７２時間、灯油･10k㍑

□非常用食料等は、各教室ペリメーターカウンタ内他、分散備蓄

●耐震グレードS（1号館：免震構造、2・4号館：制震構造、3号館：耐震構造）

確保する機能
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普及

●キャンパス自体を教材とした教育

■大学の特徴 ■先導的な省CO2技術の実践

●高効率エネルギー利用

●先端技術による徹底した負荷削減

（気ままな要求を満足しつつ・・・）

●再生可能・未利用エネルギー利用

●全員参加型エネルギー管理

●利用形態は、非常に不規則！

・使う部屋、使わない部屋

・人の多い部屋、少ない部屋

・時間、場所とともに変化

・学生・研究者は、気まま

・必要な時/場所に、必要な分の空調・照明

・外皮負荷・外気負荷の削減

・内部負荷の削減

学生への見える化
地域・社会への見える化
管理者への見える化

足立区 電機大学

当キャンパスにおける省CO2の戦略
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エコキャンパスのトップランナーを目指す

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携
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量
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-
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O
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/
年

]

熱源（主機） 熱源(補機) 熱搬送 照明 コンセント 換気 その他

CO2排出量
2,500t-CO2/年削減

４８％削減

■ ＣＯ２排出量目標

基準モデル比
2,500t-CO2/年削減
48％削減
37kg-CO２/(㎡・年)

東京都の理工系大学の
トップランナーを目指す １号館

４号館 ２号館
３号館

連結縦型蓄熱槽
（ h=約10m φ2650）

５連結で218.1m3 ×２基
（2-15 ℃： 3,295kWh）／基
（36-31℃：1,267kWh） ／基

氷蓄熱槽（地下コンクリート槽）
447㎥ h=4m、注水量427㎥、3,500USRt
アイスオンコイル（内融式： IPF 33.9% ）

温水蓄熱槽（地下コンクリート槽）
192㎥ h=4m、 温度成層型

（35-30）℃：1,116kWh

連結縦型蓄熱槽
（ h=約10m φ2650）

３連結で127.2m3 ×２基
（2-15 ℃： 1,920kWh）／基
（36-31℃： 738kWh） ／基

■電力負荷平準化への貢献

空調負荷低減で冷凍機容量半減

蓄熱システムでさらに半減(計1/4)

夜間電力の活用・ピークカット運転
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目標を達成するための主な省CO2技術

再生可能・未利用
エネルギー利用

負荷削減手法 高効率手法 管理・情報・教育

▽RF

▽2F

▽5F

▽4F

▽3F

▽2F

▽1F

▽10F

▽9F

▽8F

▽7F

▽6F

▽3F

▽2F

▽1F

▽5F

▽4F

▽3F

▽2F

▽1F

▽10F

▽9F

▽8F

▽7F

▽6F

▽M2F

熱源機械室

教員個室
▽14F

▽6F

ホール

教室

氷蓄熱

エアフローウインドウ
自動制御ブラインド

低温冷水を利用した
変動微風空調

どこでも

みえる化

R

どこでも

みえる化

どこでも

みえる化

どこでも

みえる化

ＣＴ

R

ＶＡＶＡＨＵ

ＶＡＶＡＨＵ

在室人数による
導入外気量制御

AHU

AHU

AHU

ＡＨＵ

ＡＨＵ

FCU

FCU

▽5F

ピロティ
HP

既存トレンチを
利用した外気冷房

高効率
ターボ冷凍機

氷蓄熱を利用した
低温冷水での潜顕
熱分離空調による
日中のCOP向上

▽1F

製氷用

冷凍機

雨水利用

地中熱ヒートポンプによる
ピロティの床暖房

高い緑化率による
緑の拠点・

風の流れ形成

屋上緑化
屋上庭園

屋上緑化
屋上庭園

太陽光発電電力の直流送電

ＦＣＵでの教員個室への
フレキシブルな対応

キ

ュ
ー

ブ
ア
イ
ス
・
ス
ラ
リ
ー

蓄
熱

連
結
縦
型
蓄
熱
槽

各階分散ポンプシステム

冷凍機排熱による
低温温水暖房

カリキュラム
在室状況による
照明制御
照度による
調光制御

冷温水大温度差利用

▽4F

市民への
環境教育の場

デジタルサイネージによる
「省CO2どこでも見える化」

学生への
環境教育の場

・便所洗浄水

・植栽散水 1号館 4号館 3号館 2号館
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教室内の特徴(照明・空調負荷の徹底した削減)

教室右前教室左前

教室左後 教室右後

交互吹出し
(夏期変動微風空調時)

照度センサ

人感センサ

照度センサ

人感センサ

AFW＋自動制御BL
（エアーフローウィンドー）

自然換気口
(手動：通常閉）

ゾーニング：教室を4分割したきめ細やかな制御
換気量制御：カリキュラム連動で履修者数カウント

⇒始業後はCO2最小外気量制御
変動微風空調：気流感を付加

⇒居住者に無理のない温度緩和＋負荷低減
AFW＋自動制御BL：徹底した開口部対策

⇒換気量の多い教室の特性を活用し負荷低減
照度センサ：窓際の昼光利用と初期照度補正
人感センサ：消し忘れ防止

⇒カリキュラム連動で教室未使用時作動
自然換気口：中間期や非常時に換気が可能

27.0
29.0

31.0

33.0

35.0

37.0

39.0

41.0

43.0

実測日時 2012年8月24日 14:56

AFW Low-e＋内BL
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大学初の高効率エアフローウインドウシステム

大学の特徴である大きな換気量を活用

→ 外皮負荷削減（断熱性能・日射遮蔽性能向上）

在館システム（出欠管理）連動外気量制御
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外皮負荷・外気負荷の削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携
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負荷削減手法：14%削減
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標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携
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負荷削減手法：14%削減

実測協力
東京理科大学
井上研究室



在館システム（出欠管理）連動外気量制御
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外皮負荷・外気負荷の削減
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負荷削減手法：14%削減
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負荷削減手法：14%削減

在館システム（出欠管理）連動空調機制御

●1号棟 外調機＋ＦＣＵ

●2号棟

●4号棟

●3号棟

研究・教員室

図書館

食堂

一般教室

ＬＡＮ教室

研究・教員室

実験室

クラブ室

体育館・武道場

ホール・ギャラリー 空調機（単一ダクトＶＡＶ）

空調機（単一ダクトＶＡＶ）

空調機（変動微風空調）

外調機＋ＦＣＵ

外調機＋ＦＣＵ

外調機＋ＦＣＵ

外調機＋ＦＣＵ（一部空調機）

生外気による機械換気＋ビルマル

生外気による自然換気（熱中症対策用にビルマル設置）

1号棟

２号棟
4号棟

食堂

クラブ棟

体育館
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■空調設備二次側について

徹底した教室の空調負荷削減

■変動微風空調システム

必要な時、必要な場所 、必要な分だけ空調
変動微風空調による室温緩和（25℃50％→28℃40％+間欠微風）

未使用の場合在室人数が少ない場合在室人数が多い場合

温感センサー（開発）
による快適性維持

  

温熱感センサー

A系統

B系統

A系統

B系統

A系統

B系統

A系統

B系統

停止 停止

必要な場所のみ
空調・照明

使わない部屋は
確実に停止

変動微風と低温送風で
室温緩和

某オフィスで
10％削減実証済み

19 20

変動微風空調（工場での気流拡散状況確認）



画像認識空調システム

IPカメラ

④

③

②

①

エリア2画像

エリア4画像
エリア4

エリア3

エリア2

エリア1

ウォーミングア
ップ運転

低密度

中密度

高密度

風量

低密度（４人）

中密度（１０人）

高密度（２４人）

不在

A

B
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再生可能・未利用エネルギー利用(緑化・PV・GSHP)
●太陽光発電システム＋直流送電(LED照明)

架橋ポリエチレン管
を敷設中

北千住駅

交通広場

屋上庭園

屋上庭園

屋上緑化

キャ
ンパ
スプ
ラザ

中央コミュニ
ティ広場

●緑豊かな景観（みどり率４０％）

屋上緑化

植栽植栽

地面がぬかるんでいるのは、
雨ではなく地下水位が高いため

●地中熱利用床冷暖房（採熱側配管：GL-2,000） ●地中熱利用床冷暖房（放熱側配管）

22

高効率熱源システム(利便性を確保した中央熱源)

個別空調同等の利便性を実現 ⇒ 中央熱源システムの進化型
負荷平準化(節電)・熱源容量縮減・非常用水確保 ⇒ 蓄熱槽の分散導入

工期短縮(地下掘削量減)・建築面積除外・工場製作＆搬入 ⇒ 縦型蓄熱槽

縦型蓄熱槽

23 24

地中熱HP
冷房:20kW
暖房:16kW

氷
蓄熱槽

温水槽

ホ
ー
ル

内融式氷蓄熱槽
447m3,H=4,注水量427m3,

潜熱12306kWh,氷量133,056kg
IPF33.9%

瞬時取出熱量3000kW

2110kW(13.9-9)
1881kW(8.4-4)
1283kW(-2--5)

空冷HP
90kW×3＝270kW

空冷ブラインHP
90kW×6＝540kW

空冷HP
90kW×4＝360kWh

CT CT

地中熱
HP

氷
蓄熱槽

1090kW(15-7℃)
912kW(15-2℃)

1287kW(32-37℃):熱回収

製氷機
1000kg/h

冷
水
縦
型
蓄
熱
槽

冷
温
水
縦
型
蓄
熱
槽

冷
水
縦
型
蓄
熱
槽

冷
温
水
縦
型
蓄
熱
槽

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰﾀｰﾎﾞ ﾌﾞﾗｲﾝﾀｰﾎﾞ

127m3

7-15℃:1181kWh
2-15℃:1920kWh

127m3

7-15℃:1181kWh
2-15℃:1920kWh
36-31℃:738kWh

218m3

7-15℃:2028kWh
2-15℃:3295kWh

218m3

7-15℃:2028kWh
2-15℃:3295kWh
36-31℃:1267kWh

温度成層型温水蓄熱槽,
192m3,H=4m,1116kWh(35→30℃)

CTへCTへ

IPF約5％

１号館（免震）

４号館（制震）

３号館

２号館（制震）
冷
温
水
縦
型
蓄
熱
槽

冷
温
水
縦
型
蓄
熱
槽

冷
水
縦
型
蓄
熱
槽

冷
水
縦
型
蓄
熱
槽
＋
氷
ス
ラ
リ
ー

氷
蓄熱槽

温
水
槽

24

熱源系統概念図
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１号館

４号館 ２号館

３号館

連結縦型蓄熱槽
（ h=約10m φ2650）

５連結で218.1m3 ×２基
（2-15 ℃： 3,295kWh）／基

（36-31℃：1,267kWh） ／基

氷蓄熱槽（地下コンクリート槽）

447㎥ h=4m、注水量427㎥、3,500USRt
アイスオンコイル（内融式： IPF 33.9% ）

温水蓄熱槽（地下コンクリート槽）

192㎥ h=4m、 温度成層型
（35-30）℃：1,116kWh

連結縦型蓄熱槽
（ h=約10m φ2650）

３連結で127.2m3 ×２基
（2-15 ℃： 1,920kWh）／基

（36-31℃： 738kWh） ／基

25

キャンパス内 蓄熱槽配置状況

トレーラーで現場へ搬⼊ 据え付けのため揚重

固定完了 廊下窓より⾒える縦型蓄熱槽

東京千住キャンパス 連結縦型蓄熱槽 施工状況

27

3
,
0
0
0

▼ＲFL

▼14FL

▼目隠

4,
0
0
0

5
,
0
0
0

オーバー
フロー

175175

製氷機(20㌧＋α)

破氷機 氷投入口

氷搬送装置

縦型蓄熱槽
(9,000H)

水位維持

間隔保持

氷
板氷

縦蓄循環
ポンプ

氷
落
込
配
管

4,
0
0
0

2
,
8
0
0

6m3

2w×2d×1.5h

2,500(短手)
8,000(長手)

戻しポンプ

下部水槽
膨張水槽

(オーバーフロー受)

散水ポンプ

500

2
,
6
0
0

氷投入槽

5m3

膨張水槽

オーバー
フロー

300

550

900

500

バタ弁

直管

フレキ

ネック

2
,
40

0

400A 250

1
,
6
0
0

4
,
4
0
0

250

4,
5
0
0

2010-6-23

27

製氷機と縦型蓄熱槽の位置関係

28

熱源（製氷機：製氷量1,050kg/h）



教室の
スケジュール管理

学生・教員の
在室管理

用途毎に計量
（空調・照明・コンセント他）

部屋毎に計量
（教室・研究室・実験室）

情報システムとビルの運転管理が連携した省CO2

カード
リーダー

制御

フェリカカードを学生が１人づつ持っている

11月４日（火）化学Ａ

13：00～14：30
出席人数：102人

運転制御と連動して省エネ実現 省ＣＯ２の 『見（魅）せる化』
（デジタルサイネージ）

（Ｗｅｂによるリアルタイム情報発信）

29

設計コンセプト （情報・制御システム） 教室内の特徴(照明・空調負荷の徹底した削減)

空調･衛生
iCont

空調機器

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
iCont

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

電力
iCont

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

BEMS
iCont

熱源機

照明
iCont

照明機器

Web公開 学内公開

1号館

FW

空調機器

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
iCont

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

電力
iCont

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

BEMS
iCont

熱源機

照明
iCont

照明機器

空調機器

照明
iCont

照明機器

空調機器

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
iCont

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

電力
iCont

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

BEMS
iCont

熱源機

照明
iCont

照明機器

空調･衛生
iCont

空調･衛生
iCont

空調･衛生
iCont

空調･衛生
ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ

照明
ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ

BEMS 総合
監視盤

ファイル
サーバ

Web
サーバ

電子
掲示板

2号館 3号館 4号館

6,500点

13,300点

800点

計測ポイント
合計57,800点

演算ポイントも含めて
合計約8万点(1分データ)

⇒解析結果を公表することで、
各種設計に反映されることを期待

36,500点

700点

計測計量の特徴(徹底したデータ収集)

学内電子掲示板＋Webでの
デジタルサイネージ(15分更新)

30

自動制御(各号館・各熱源・各蓄熱槽の最適制御)

中央熱源からの熱供給
⇒ブロックセントラル
⇒各種機器の最適制御

熱源システムの徹底した高効率化

31

省CO2の活動・普及

『見える化』

5,500人の学生・教職員と
足立区住民による
省CO2の活動・普及

◆学生に見える
『環境教育プログラム』

◆地域に見える
『地域住民向け公開セミナー』

◆管理者に見える
『BEMSによる省CO2検証』

エネルギー使用情報や課金情報に基づく
省エネ省コスト意識の涵養

32

情報公開と教育への活用



33

デジタルサイネージサンプル画面

34

35

在館者数の把握について
(H24.4月～8月の在館者数 平均値,最大値)

36

５. 在館者数の把握について
号館別の年間平均在館者数推移(開講日のみ)



37

消費先別平均水使用量（平日）

38

2012 年度の建物別空調負荷熱量

39

生産熱量昼夜別降順表示
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■Ⅰ.設計初期段階におけるピーク負荷の概算値

(1)全館(4棟)で同時ピーク負荷が発生

(2)全館で独立した熱源機による非蓄熱システム

(3)建物使用率100％

(4)人員密度100％

(5)コンセント負荷100％

(6)外気導入制御なし

(1)外皮負荷の低減

①エアフローウィンドウによる外皮負荷低減

②自動制御ブラインドシステムの採用

(2)室内温度の緩和(26→28℃)

①変動微風空調システムの採用

②低温送水による低湿度空間

氷蓄熱槽 ：12,306kWh(外融式400m3IPF33.9%)

縦型蓄熱槽： 7,726kWh(256m3×2,2-15℃利用)

縦型蓄熱槽： 3,846kWh(127m3×2,2-15℃利用)

(1)建物の使用状況を考慮

①各棟、月別、時間別の在室人員を考慮

②８月の夏期休講を考慮(ピークは７月)

(2)コンセント負荷25％

(3)外気導入制御あり

■Ⅳ.蓄熱槽導入による熱源容量低減

■Ⅲ.新技術導入による負荷の補正

■Ⅱ.稼働率による負荷の補正

ピーク負荷
15000kW

ピーク負荷
8500kW

蓄熱

放熱

直送

ピーク負荷
5500kW

15,000kW

5,500kW

2,400kW

熱源の選定

300USRT×1
500USRT×1
入力585kW
(780HP)

8,500kW

ﾋﾟｰｸ負荷5500kWにおいて
蓄熱による負荷平準化で
熱源容量を2400kWに低減

35
％

低
減

353
5 ％

低
減

％
低

減
56

％
低

減
565
6 ％

低
減

％
低

減

70
％

低
減

707
0 ％

低
減

％
低

減

とにかく
100％負荷

⼤学施設の
特徴を考慮

省エネシステム
を考慮

蓄熱システム
を考慮

大学施設の特徴を考慮した設計



0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 0:00

受
電

電
力

量
(東

京
千

住
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体
)[k

W
]

ピーク時間帯

13:00～16:00

7/13(金)11:00(2,340kW) 7/16(月)12:00(2,360kW)

7/2(月)5:30(380kW)

7/17(火)14:00(1,140kW)

東京千住
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(7月開校日)
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熱源機(インバータターボ＋ブラインターボ＋ヘキサゴン＋冷凍機周りポンプ)

熱源の電力熱源の電力

＜参考＞東京千住キャンパス 受電電力量実績 (7月の開校日の平均)と
蓄熱なし･省エネなし想定の比較［7/1～7/31］
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熱源機(インバータターボ＋ブラインターボ＋ヘキサゴン＋冷凍機周りポンプ)
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蓄熱なし・個別空調想定
（熱源発停ロス等増分+20%で割戻し）

蓄熱なし・省エネなし想定
（諸負荷の増分を+50%と想定）

熱源機(インバータターボ＋ブラインターボ＋ヘキサゴン＋冷凍機周りポンプ)

熱源以外の電力
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受電電力量(日量) 2012年度CO2排出量実績 東京千住キャンパス目標値

目標値
37kg‐CO2/㎡･年

予測値
46.1kg‐CO2/㎡･年
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東京千住キャンパスCO2排出量
(平成24年度 実績予測値)
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東京千住キャンパスと都内大学のCO2排出量原単位
[平成24年度 実績予測値(都内大学は2010年度実績)]

最先端技術による省CO₂エコキャンパス

Step１ 新しい施設の創設

Step２ 計測に基づく
エネルギー量の把握

実使用下での状況が
不明瞭なものが多い

国交省「住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業」
Step４ 竣工後 3年間の計測・公表義務

Step5 地球環境問題解決への貢献

Step３ ソフト面＋ハード面
（PDCAｻｲｸﾙの実施）
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ご清聴ありがとうございました。


